






要約:マス・スクリーニングによって発見された 29 例の神経芽細胞腫を検討した。原発部

位は副腎 8,後腹膜 10,縦隔 8 で,23 例(79%)が,Ⅰ,Ⅱ期の早期例であった。12 例に理学的

所見が乏しく,単純 X 線撮影,XCT,超音波エコー,シンチグラム等の画像診断が有効であっ

た。化学療法治療中の 1 例を除く 28 例に腫瘍全摘が可能であった。副腎原発の 9 例中 8

例に,腎臓を温存して腫瘍を摘出出来た。


